
沸
っ
把
の
は
、
長
篠
の
柵
外
に
て
織
田
軍
の
鐵
砲
に
撃
れ

た
叩
州
軍
の
如
く
、
次
第
に
攻
勢
の
鋒
を
鈍
ら
し
、
特
に

弊
楽
な
ブ
エ
川
ダ
ン
奪
取
載
に
於
て
プ
ロ
ソ
ク
の
守
勢
を

利
こ
す
る
卓
上
論
を
し
て
名
を
成
さ
し
め
た
。
ヂ
ヨ
ソ
ゾ

川
元
帥
の
執
っ
た
壁
を
堅
く
し
て
秦
兵
に
撃
つ
把
廉
弘
長

李
の
作
戦
を
學
ん
だ
襲
爵
は
、
時
日
の
遷
延
ご
共
に
倍
有

効
こ
な
り
、
終
に
聯
含
軍
に
平
台
が
・
墾
署
す
る
に
及
び
、

季
時
に
於
て
濁
填
雨
隠
に
潔
し
三
四
倍
す
る
工
業
の
製
造

能
力
を
以
て
、
“
全
力
を
平
し
て
兵
器
其
他
の
軍
資
を
集
め

國

栖

の

名

義

　
大
和
吉
野
の
山
中
に
國
栖
蓬
い
ふ
一
種
の
異
俗
の
人
民

　
　
　
　
　
　
や
ぼ
び
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ど
ぴ
と

が
居
把
。
研
三
山
入
の
一
種
で
、
里
人
ご
は
虫
下
様
子
の

蓮
っ
だ
も
の
で
あ
っ
だ
ら
し
い
。
鷹
紳
天
皇
の
十
九
年
に

吉
野
離
宮
に
行
幸
の
あ
っ
π
時
、
彼
等
來
靭
し
て
醗
酒
を

第
饅
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
國
糖
の
多
義

無
数
の
大
砲
、
タ
ン
ク
、
自
動
車
、
飛
行
機
を
以
て
其
疲

懲
せ
る
野
地
を
攻
饗
す
る
こ
ご
＼
な
り
、
終
に
濁
皇
父
子

を
し
て
長
篠
戦
敗
に
彷
彿
た
る
潰
敗
を
な
さ
し
め
だ
。

　
我
々
は
惨
澹
陀
る
戦
雲
に
餓
さ
れ
詑
世
界
が
横
暴
な
る

軍
國
主
義
の
潰
滅
に
よ
り
再
び
季
和
の
天
地
ご
な
っ
た
新

年
を
迎
ふ
る
に
當
り
、
其
の
維
過
を
追
跡
し
て
今
臼
あ
る

を
得
せ
し
め
だ
る
マ
川
ヌ
戦
捷
の
意
義
を
高
調
し
て
、
聯

合
國
の
幸
運
を
製
せ
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
十
一
月
十
九
日
稿
）

文
學
博
士

幽轡

田

貞

thn．．一

噺』
口

献
じ
泥
○
日
本
紀
に
は
正
に
『
來
朝
』
こ
い
ふ
交
字
を
使
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
み

て
居
る
。
彼
等
は
人
こ
な
り
涼
朴
で
、
常
に
山
菓
を
取
っ

　
　
　
　
　
　
み
へ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

て
喰
ふ
。
ま
花
蝦
鰻
を
煮
て
上
蓋
こ
す
る
。
其
の
土
は
京

（
辮
騒
濾
購
」
よ
蔽
東
南
、
山
を
隔
て
善
野
河

第
一
號

七
一
　
（
七
｝
）



　
　
　
第
騰
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
闘
栖
の
名
義

の
河
上
に
居
る
。
峯
離
し
く
、
谷
深
く
、
断
路
狭
蝋
で
あ

る
が
爲
に
、
京
よ
り
は
遽
か
ら
す
ご
錐
、
古
來
出
て
京
π

事
が
稀
で
あ
っ
π
。
是
よ
り
後
帯
寒
朝
し
て
．
無
菌
や
年

魚
の
類
を
触
毛
こ
し
て
職
上
す
る
ご
あ
る
○
蹟
柞
大
嘗
會

等
の
大
儀
に
、
彼
等
が
漉
し
て
、
所
謂
國
栖
の
奏
こ
ご
な

へ
、
土
風
の
歌
舞
を
演
ず
る
事
は
儀
式
上
野
急
な
事
で
，

大
型
御
大
典
の
時
に
も
、
伶
人
が
國
栖
代
ゼ
し
て
、
之
を

奏
し
柁
ご
承
っ
て
，
居
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
久
須
ご
い
ふ
名
義
に
就
て
は
、
北
陸
方
面
の
蝦
夷
を
高

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
く
　
い

志
人
ご
云
ひ
、
樺
太
ア
イ
業
を
苦
夷
ご
云
ひ
、
千
島
ア
イ

ヌ
を
『
ク
シ
』
こ
い
ふ
ε
同
語
で
、
蝦
夷
の
事
で
あ
ら
う
こ

い
ふ
説
が
め
る
Q
自
分
は
ク
シ
ニ
シ
。
ク
イ
皆
同
語
で
、

『
蝦
夷
』
こ
い
ふ
も
、
も
こ
は
亦
『
カ
イ
』
の
音
謬
で
あ
る
べ

き
こ
ε
を
承
認
し
、
蝦
夷
名
義
考
ご
題
し
て
、
歴
史
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ず

（三

¥
一
巻
二
塁
及
び
四
號
）
で
之
を
論
じ
て
麗
い
窪
。
併
し
國
栖
量
っ

て
は
、
如
何
に
も
其
の
名
羅
は
似
て
居
る
が
、
彼
等
の
風

俗
其
の
他
、
到
底
蝦
夷
ら
し
く
な
い
こ
い
ふ
内
容
の
研
究

第
一
號

七
二
　
（
七
二
）

か
ら
・
彗
土
蜘
蛛
論
（
歴
史
地
理
九
巻
三
號
）
焦
も
、
彼
等
の
異
民

族
沈
る
べ
き
事
を
論
じ
、
蝦
夷
名
義
考
に
於
て
も
、
國
栖

の
名
の
説
明
を
保
留
し
て
澱
い
紀
。
其
の
後
名
義
考
の
補

考
を
著
は
で
に
及
ん
で
、
簡
㎜
皐
に
之
に
及
ん
で
記
述
し
π
．

が
、
今
や
更
に
本
誌
の
徐
臼
を
借
り
て
、
之
を
纒
め
て
見

た
い
ご
思
ふ
。

　
鼠
害
は
思
ふ
○
『
久
須
』
は
も
こ
『
ク
ニ
ス
』
ご
呼
ん
だ
も
．

の
で
、
國
栖
叉
は
國
圭
。
國
雛
・
男
気
な
ご
書
い
π
の
は
、

其
の
呼
び
聲
の
ま
、
に
交
字
を
當
て
陀
の
で
あ
ら
う
ご
。

此
の
事
は
本
居
翁
も
既
に
右
事
記
傳
に
於
て
疑
う
て
居
ら

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
く
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ま

　
告
野
の
圓
巣
、
昔
よ
り
久
受
ご
呼
東
六
れ
こ
も
、
雌
記
の
興
若
し
久
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ミ

　
な
ら
ん
に
は
『
團
臨
の
字
に
海
く
ま
ご
き
を
。
焼
に
も
輕
島
宮
の
段
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ニ

　
叉
他
の
古
轡
に
も
、
皆
『
國
h
の
字
を
作
る
を
思
ふ
に
、
上
代
に
に
『
久
爾

　
卿
駈
ε
い
び
け
ん
を
、
や
・
後
に
音
便
に
て
、
『
久
受
臨
ミ
は
尽
れ
る
菰
る

　
　
　
　
　
ま
さ

　
べ
・
し
C
　
さ
れ
．
ご
正
・
し
ぐ
久
爾
…
須
ミ
い
へ
る
こ
ミ
物
に
覇
野
選
ね
ば
h
、
　
姑
く
鼎
欝

　
　
　
　
　
　
　
く
　
ず
　
　
　
　
と
の

　
の
豪
・
に
、
今
も
凹
久
受
臨
ミ
誤
り
。

ご
あ
る
。
學
者
の
愼
重
な
る
態
度
こ
し
て
、
敬
服
に
値
す



ゐ
O
成
る
程
『
國
』
の
字
を
『
ク
』
の
假
字
に
用
ふ
る
事
は
如

何
に
も
無
理
だ
○
故
吉
田
博
士
は
、
其
の
地
名
僻
書
吉
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
ず
　
　
を
く
る
ず

國
糠
の
條
下
に
、
諸
富
に
多
き
栗
栖
、
小
栗
栖
の
名
は
、

『
ク
ズ
』
の
縛
り
に
あ
ら
す
や
ざ
疑
は
れ
、
紀
伊
國
栖
原
浦

　
く
　
ウ
　
う

に
柱
立
学
風
あ
う
、
耐
傳
に
斎
堂
人
の
吉
野
よ
り
來
b
て

祭
れ
る
も
の
こ
な
し
、
今
織
異
心
ご
詑
る
こ
い
ふ
事
實
を

　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
し

引
か
れ
陀
、
叉
其
の
國
主
沸
肚
の
條
下
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
く
に

、
瀬
戸
轟
ほ
渠
禰
の
讃
な
7
一
，
湯
淺
村
顯
國
言
淀
も
比
憩
を
勧
請
ぜ
る
に
て
、

　
遺
漏
漕
こ
も
唱
ふ
、
…
・
：
名
勝
圖
會
云
、
『
嗣
圭
榊
勉
は
古
く
よ
り
久
授
呂

　
宮
ピ
云
び
繊
皿
ふ
。
久
授
は
國
梱
に
て
、
呂
に
助
語
な
ろ
べ
こ
。
寛
丈
中
の

　
古
記
に
馳
上
古
三
野
の
圃
栖
…
人
來
り
て
凸
地
に
麗
る
所
ビ
い
へ
り
o
O
按

　
に
、
國
主
。
栗
栖
・
譲
栖
の
三
語
は
古
人
相
通
こ
て
同
義
ミ
な
ぜ
ろ
知
・
し
Q

　
籔
…
紀
『
天
挙
回
護
元
年
、
名
草
郡
大
領
紀
直
國
一
軸
ざ
云
ふ
に
、
紀
炉
閾
瀞

　
名
帳
『
名
草
郡
正
一
位
紀
氏
栗
栖
大
融
凱
ピ
根
因
む
所
め
ら
ん
、
云
々
。

ご
あ
る
。
自
分
は
本
居
翁
ご
、
吉
田
博
土
こ
の
両
説
に
賛

意
を
表
し
て
、
聯
か
之
を
補
っ
て
濫
発
い
ご
思
ふ
。

　
國
芸
人
の
民
族
的
研
究
の
螢
表
は
他
臼
を
期
す
る
。
併

し
彼
等
が
蝦
夷
族
で
は
な
い
こ
い
ふ
事
は
、
十
年
前
ご
同

第
四
碁
　
　
雑
纂
　
　
掴
樋
砂
名
義

じ
く
、
今
も
な
ほ
之
を
信
仁
で
屠
る
。
常
陸
風
土
記
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
が
　
け
ぎ

國
集
を
俗
に
士
蜘
蛛
叉
は
八
掬
脛
こ
い
ふ
．
乏
あ
る
○
而
し

て
越
後
風
土
記
に
は
、
此
の
國
に
古
く
八
掬
脛
ご
い
ふ
も

の
が
居
て
、
土
竃
の
後
だ
こ
あ
る
◎
而
し
て
其
の
鵬
類
は

風
土
記
編
纂
の
奈
良
朝
の
現
實
に
於
て
、
な
ほ
多
く
存
じ

て
居
る
ご
あ
る
○
零
時
蝦
夷
の
爾
盛
ん
な
越
後
に
於
て
、

蝦
夷
ご
は
瑚
に
土
蜘
蛛
の
後
禽
ご
産
せ
ら
る
、
人
民
が
多

く
存
し
て
居
把
の
で
あ
っ
把
。
此
の
一
事
の
み
で
も
、
彼

等
が
蝦
夷
ご
は
蓮
つ
た
民
族
で
あ
る
こ
ご
は
承
知
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
Q
随
っ
て
如
何
に
ク
ス
の
名
が
コ
シ
。
ク
シ
、
ク

イ
、
カ
イ
に
似
て
居
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
の
階
合
で
あ
っ

て
、
名
義
は
之
を
他
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
り

　
自
分
は
遣
物
慰
蹟
の
研
究
上
．
國
郷
人
を
以
て
、
や
は

う
隼
人
や
、
肥
人
や
、
翠
雲
民
族
や
う
海
部
・
士
師
部
な
ざ

、
言
は
れ
π
も
の
こ
同
じ
く
、
石
器
時
代
か
ら
彌
生
式
土

器
を
使
つ
陀
、
先
佳
士
看
の
一
民
族
で
あ
る
ご
考
へ
て
居

る
◎
彼
等
は
三
七
説
に
於
て
、
國
津
淋
叉
は
地
主
紳
ざ
し
，

第
一
號

占
三
　
（
七
三
）



●

第
四
奮
　
　
離
纂
　
　
國
栖
の
名
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
う
ま

で
傳
へ
ら
れ
陀
も
の
で
あ
る
。
土
蕎
民
の
事
を
三
人
な
ご
、

》
呼
ぶ
事
は
、
諸
所
に
例
が
多
い
。
國
栖
或
は
其
の
文
字

の
ま
、
に
、
『
ク
ニ
ス
ミ
』
即
ち
前
々
か
ら
國
に
住
ん
で
玉

突
の
意
か
。
若
－
は
國
圭
（
古
蓼
記
懸
榊
天
皇
榛
）
ご
あ
る
聖
、
．

『
ク
ニ
ヌ
シ
』
即
ち
、
地
主
の
民
族
の
義
で
は
な
か
ら
う
か
○

『
栖
』
の
字
が
『
ス
ミ
』
の
肉
腫
に
使
は
れ
把
事
は
、
出
雲
大

旨
な
る
天
日
隅
石
を
、
天
H
栖
宮
こ
も
書
い
て
あ
る
の
で

号
せ
ら
れ
る
。
此
の
黙
か
ら
云
へ
ば
、
『
ク
ニ
ス
ミ
』
こ
い

ふ
方
に
重
き
を
置
き
π
い
6
珊
ス
ミ
が
『
ス
』
に
な
る
の
は
3

紀
伊
國
伊
都
郡
な
る
『
ス
ミ
ダ
』
（
撮
管
）
八
幡
宮
を
、
『
ス

ダ
』
ご
呼
ん
で
居
る
な
ご
、
其
〃
例
が
多
い
、
、
或
は
『
ク

ス
・
、
』
こ
い
ふ
地
名
の
諸
駈
に
多
い
の
は
、
此
の
『
ス
ミ
』

の
語
が
だ
ま
一
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　
『
ク
ニ
ス
』
が
約
ま
っ
て
『
ク
ス
』
に
な
る
最
好
の
適
例
ε

し
て
は
、
輪
編
ニ
シ
』
’
土
師
）
が
『
ハ
ジ
』
に
な
り
、
『
ク
ヌ

ガ
』
（
陸
）
が
『
ク
ガ
』
に
な
つ
控
も
の
を
提
供
し
奪
い
。
稚

不
適
當
で
は
あ
る
が
、
『
オ
・
ガ
ガ
』
（
奢
が
『
オ
ガ
ム
』
、

第
一
號

七
四
（
七
四
〉

『
ミ
ヅ
マ
タ
脳
（
水
派
）
が
『
・
マ
タ
』
（
糊
明
）
こ
な
る
標
な
類

に
至
っ
て
は
、
際
限
な
く
多
い
。

　
『
ナ
』
行
の
暑
ご
『
ラ
』
行
の
音
ざ
が
相
話
す
る
に
至
っ
て

は
、
・
其
の
調
製
に
多
い
。
『
ッ
ヌ
ガ
』
（
敦
賀
｝
が
『
ツ
ル
ガ
』

『
イ
ナ
一
こ
へ
稻
荷
一
が
『
イ
ナ
リ
』
、
『
ッ
カ
一
こ
（
束
荷
㌔
が

『
ヅ
ヵ
ソ
』
（
周
防
地
名
）
、
『
タ
カ
ラ
ご
（
財
部
）
が
『
タ
カ
ナ
ご

（
高
鍋
）
（
酬
綱
）
『
ヲ
ダ
こ
（
小
谷
）
が
『
ヲ
ダ
リ
』
（
鵬
轡
、

『
オ
ヲ
こ
（
男
卑
が
『
オ
ヲ
リ
』
（
雛
）
な
ざ
、
ま
だ
一

芸
ぬ
れ
ば
、
幾
ら
も
あ
ら
う
。
而
し
て
是
が
多
く
地
名
で

あ
る
こ
ご
も
面
白
い
○
二
二
例
の
み
か
ら
類
推
し
て
も
、

　
　
　
く
る
ず

く
に
ず

國
栖
ご
栗
栖
が
同
語
源
で
め
る
こ
の
吉
田
博
士
の
説
は
承
、

認
し
π
い
Q
砂
地
に
就
い
て
見
て
も
，
票
栖
、
小
栗
栖
、

栗
饗
ご
こ
い
ふ
地
は
，
玖
株
纏
）
、
久
豆
（
糧
）
な
ご

、
同
じ
く
、
如
何
に
も
嘗
て
先
住
民
の
残
存
し
さ
う
な
蕩

所
に
多
い
◎
そ
れ
か
ら
思
ふ
ご
、
本
居
翁
が
疑
は
れ
陀
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
な
　
つ

葉
十
の
歌
の
、
『
國
栖
等
の
、
春
楽
摘
ま
ん
こ
し
図
の
野
の

云
々
』
の
、
『
國
黒
棚
』
の
三
字
の
如
き
も
、
仙
畳
鮎
の
通
り



『
ク
ニ
ス
ラ
』
ご
訓
む
べ
き
も
の
で
、
『
ク
ス
ー
3
系
』
ご
訓
む

の
は
、
古
意
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
○
飯
田
武
郷
翁
は
日

本
書
紀
逓
騨
に
於
て
、
夫
木
集
の
。

　
　
　
　
　
　
お
ゆ
　

　
遠
つ
人
、
理
乱
の
く
に
で
い
つ
し
か
ε
、
仕
へ
そ
ま
つ
る
年
の
始
F

の
歌
を
提
供
せ
ら
れ
て
、
『
こ
は
陀
し
か
な
る
例
め
り
て

よ
め
る
に
や
』
ご
言
は
れ
だ
が
、
や
は
り
是
も
『
ク
晶
ス
』

で
差
支
な
い
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
『
ク
ス
』
が
ク
シ
、
コ
シ
、
カ
イ
な
ご
》
同
語
源
で
あ
る
，

か
否
か
は
、
自
分
の
民
族
論
に
大
き
な
關
係
の
あ
る
問
題

で
あ
る
か
ら
、
名
義
其
の
も
め
は
一
向
つ
ま
ら
な
く
ざ
遇
売

他
鑓
の
登
表
の
豫
備
こ
し
て
、
こ
、
に
管
見
を
吐
露
し
て

博
識
諸
賢
の
叱
正
を
希
望
す
る
。

ポ
ツ
ダ
ム
の
黒
制
、
出交

學
士

長

壽

士口

　
ポ
ツ
ダ
ム
は
ケ
ン
ス
ウ
シ
宮
殿
（
莫
愁
宮
）
の
在
る
所
、

サ
ソ
ス
ク
シ
宮
は
フ
ソ
イ
ド
ソ
ヒ
大
王
の
永
眠
の
床
の
在

る
所
で
あ
る
。
余
は
大
王
の
李
生
を
、
ポ
ツ
ダ
ム
見
物
の

思
出
の
中
に
説
か
む
ε
す
る
の
で
あ
る
。
大
王
の
内
治
品

玉
は
能
采
の
説
《
慮
で
忠
。
次
王
糞
の
糞
鑑

鳳
、
他
日
余
之
を
書
か
う
ご
思
ふ
α
今
蕉
起
ば
、
唯
機
智

　
　
　
’
第
週
藩
・
雑
纂
　
爾
ソ
ダ
語
の
想
職
　

、

や
、
狡
檜
を
豊
ゆ
る
、
其
事
蹟
の
間
に
在
り
て
、
大
王
の

否
生
が
恰
も
余
に
は
、
大
王
の
好
ん
で
賢
い
泥
笛
の
暑
の

糠
に
、
其
遺
響
を
傳
へ
て
來
み
も
の
あ
る
を
、
記
さ
う
ご

思
ふ
の
で
あ
る
。

　
ポ
ツ
ダ
ム
を
訪
つ
る
》
は
、
秋
の
日
に
如
く
は
な
し
〇

二
智
婦
警
の
落
磐
提
樹
の
黄
葉
に
照
る
美
t
さ
に
、
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
廊
・
一
章
　
　
　
売
五
、
（
竜
五
）


